
代表取締役 木原浩貴

2023年9月17日 あつぎ気候市民会議

エネルギーの地産地消・地域新電力
～たんたんエナジーの事例～



■研究テーマ
➢ ①日本における心理的気候パラドックスの実情
➢ ②持続可能な地域づくりを支える社会的基盤

■職歴
➢ 2000～2003年 気候ネットワーク職員
➢ 2003～ 京都府地球温暖化防止活動推進センター

（2011年～事務局長 ２０２０年～副センター長）

➢ 201７～ 龍谷大学非常勤講師
➢ ２０１７～２０２１、2023～ 立命館大学授業担当講師
➢ 2018～ たんたんエナジー株式会社（代表取締役）

➢ 2021～ 総合地球環境学研究所 客員准教授
➢ 2021～ たんたんエナジー発電合同会社（代表社員たんたんエナジー職務執行者）

報告者 木原について
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なぜこのような活動を
しているのか



解決したい課題① 「漏れバケツ」

化石燃料の輸入額

33.5兆円
（2022年）

＜参考＞
■子ども家庭庁予算（2023年度当初）

4.8兆円
■防衛費（2023年度当初）

6.8兆円
■自動車等の輸出額（2022年）

19.1兆円
■消費税額（2022年）

21.6兆円
■税収総額（2022年）

65.2兆円

化石燃料を輸入し続ける限り、地域
から、そして日本から、莫大な資金が
流出していく。
これをどうやったら地域で回せるか
が、地域に課せられた課題。
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解決したい課題② 「気候変動」

図：JCCCAすぐ使える図表集より 5



解決したい課題③ 「再エネ争奪戦」

図：JCCCAすぐ使える図表集より

例えば、株式のプライム市場はTCFD
（気候関連財務情報開示タスクフォース）
に基づく情報開示を実質義務づけ。ス
コープ3（サプライチェーン全体）での対
策も要請される。
将来的なカーボンプライシングの議論も。

再エネ電力の争奪戦が始まり、地域の自
然の恵みで作られた電気が、その地域で
使えない可能性。0
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解決したい課題④ 心理的気候パラドックス

心理的気候パラドックス

気候変動に関する科学的解明は進んでも、社会的重要性は高まらない。

心理的気候パラドックスを生み出す障壁「5つのD」 (Stoknes, 2014)

①Distant（距離） ②Doom（運命）を含むFraming
③Dissonance（認知的不協和） ④Denial（拒否）
⑤iDentity（アイデンティティ）
Lorenzoni & Pidgeon(2006) 、 Lorenzoni, et al(2007) 、 Gifford(2011), Pidgeon(2012)
Kahneman(2012)、Swim et al(2009)、Newell & Pitman(2010)、O‘Neill & Nicholson,(2009)、Stoll-
Kleemann et al(2001)、Krosnick et al(2006)、Hamilton & Kasser,(2009)、Hamilton(2011) らの研究
をもとに

Stoknes P.E.： Rethinking climate communications and the “psychological climate paradox”, Energy Research & Social Science, 1, 161-170, 2014.
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気候変動の理解に関する国際比較

Ipsos(2020)Earth day 2020より
https://www.ipsos.com/en/two-thirds-citizens-around-world-agree-climate-change-serious-crisis-coronavirus
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気候変動の理解に関する国際比較

Ipsos(2020)Earth day 2020より
https://www.ipsos.com/en/two-thirds-citizens-around-world-agree-climate-change-serious-crisis-coronavirus
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若者の意識・認識

電通総研「気候不安に関する意識調査（国際比較版）」より https://institute.dentsu.com/articles/2823/
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気候変動の脅威に関する認識の変化

https://www.pewresearch.o
rg/global/2021/09/14/in-
response-to-climate-change-
citizens-in-advanced-
economies-are-willing-to-
alter-how-they-live-and-
work/

気候変動が個人に与える
影響についての強い懸念
は、2015 年以降、いくつ
かの主要経済国で急激に
高まっている
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気候変動「対策」の捉え方

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

世界平均

ドイツ

韓国

多くの場合、生活の質を脅かすものである

多くの場合、生活の質を高めるものである

生活の質に影響を与えないものである

わからない/答えたくない

気候変動対策は、あなたにとってどのようなものですか？

“WORLD WIDE VIEWS ON Climate and Energy” http://climateandenergy.wwviews.org/results/ より作成



オーストリア フェルトキルヒ市における
地域エネルギー事業体の取り組み事例
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たんたんエナジーの
活動



たんたんエナジーの基本情報
【会社名】たんたんエナジー株式会社

【設立日】2018年12月10日

【資本金】5,１00万円 （資本準備金を含む）

議決権保有割合 立命館ソーシャルインパクトファンド：３３.３％

 合同会社サンエネルギー：９．５％

 福知山市：4.8%

                         個人：52.4％ （この問題に取り組む研究者ら）

【取締役】

木原浩貴（京都府地球温暖化防止活動推進センター副センター長）

根岸哲生（たんたんエナジー株式会社）

浅井薫 （京都府地球温暖化防止活動推進センター事務局次長）

田浦健朗（気候ネットワーク 事務局長/市民エネルギー京都 代表理事）

豊田陽介（気候ネットワーク上席研究員/TERAエナジー 取締役）

的場信敬（龍谷大学政策学部教授）

【監査役】 

清水仁志（税理士）
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設立の経緯①
福知山市によるエネルギー政策検討
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2015年３月  「福知山市再生可能エネルギー活用プラン」策定

福知山市再生可能エネルギー活用調査会（会長：龍谷大学 白石克孝教授） が取りまとめ。住民
らが主役となる再生可能エネルギー普及の必要性が示され、具体的なプロジェクトとして、公共施
設の屋根を活用した市民協働発電等が盛り込まれた。

2018年３月  「福知山市における
再生可能エネルギー事業の推進に関する提言書」提出

福知山市再生可能エネルギー事業化検討会議（会長：龍谷大学 的場信敬教授）が取りまとめ。
市が電力小売事業に参入すること、卒FITの余剰電力等を購入して公共施設で活用するなどの
取り組みを行うことを提言。

市のエネルギー政策づくりに関わってきた研究者らが、「プラン」や「提言書」の内容を
実現するために、福知山市と連携して立ち上げたのがたんたんエナジー。



設立の経緯②
京都府による地域エネルギー事業体検討（福知山市も参加）
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京都府は、新電力を取り巻く状況が流動的なため検討を継続することに。
そこで、まずは実績をつくろうと、共同実施者として検討会に参画いていた龍谷大学LORCと
京都府地球温暖化防止活動推進センターが中心となって立ち上げたのがたんたんエナジー

環境省による報告会資料（京都府担当部分）より
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設立の経緯③
京都府温暖化防止センターによる地産地消の取組

家電省エネラベル
京都府産木材認証制度による

ウッドマイレージの削減
学校給食や社員食堂での地産地

消によるフードマイレージ削減

京都府温暖化防止センターが、自治体のエネルギー政策（エネルギー
の地産地消）をサポートする目的でたちあげたのがたんたんエナジー



5者連携協定等の締結
地域における地域貢献型再生可能エネルギー事業の推進に関する協定 （ 2019年1月23日）

○福知山市(福知山市長 大橋一夫)
○京都北都信用金庫(理事長 森屋松吉、宮津市)
○プラスソーシャルインベストメント株式会社

（代表取締役社長 野池雅人、京都市上京区）
○龍谷大学 地域公共人材・政策開発リサーチセンター

（LORC）(センター長 白石克孝、京都市伏見区)
○たんたんエナジー株式会社(代表取締役 木原浩貴）

（締結式は専務取締役 根岸哲生が出席）

「脱炭素型の魅力的な地域づくりのためのエネルギー事業推進に関する協定」 （2019年8月28日）

京都府地球温暖化防止活動推進センターと、「脱炭素型の魅力的な地域づくりのためのエネルギー事業推
進に関する協定」を締結。連携して、環境、経済、社会が統合的に発展する持続可能な京都づくりに向けて取り
組むことを確認。
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たんたんエナジーの機能

地域の企業・小中学校 家庭

たんたんエナジーが電気をお預かりして
必要する方にお届け

地域の
FIT電気再エネ電気

（FIT外）

第2種金融商品取引業免許保持者（プラス
ソーシャルインベストメント）と連携し、出資等
による省エネ・再エネ事業を実施

みんなの「エネルギー」を、
地域の子どもたちに！

地球温暖化対策地域協議会等
と連携し、みどりのカーテンや

環境出前講座を提供

卒FIT住宅用
太陽光発電
（余剰電力）

地域エネルギー
のハブ機能 地域の人

のハブ機能

エコ○○応援プラン

○○応援プラン

毎年、売上の一部を
関心のある団体の活動に
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「丹波・丹後とつながる電気」を具体化
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福知山市の小中学校等
公共施設に再エネ電力を供給

家庭の太陽光発電の余剰電力を
買い取って、小中学校等にお届け



「丹波・丹後とつながる電気」を具体化
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顧客（家庭）に対し、丹波丹後の
「おいしい」産品を提供

低圧電気料金の一部で
福知山市が認定するSDGsパートナーを応援
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たんたんエナジー発電合同会社を立ち上げ
市民出資で地域産再エネ創出＋防災力強化

5者連携協定に基づいて、市民出資に
より公共施設に太陽光発電を設置す
る取組を実施。

蓄電池やV2Bシステムも導入して防
災力強化に貢献。



設置設備の規模

設置時期 設置場所 PV規模 防災設備

第1期
（2021年度）

学校給食センター 156kW  

三段池公園体育館 167kW 蓄電池（10kWh）

武道館 28kW
蓄電池（4kWh）

V2Bシステム

第2期
（2022年度）

南陵中学校 103kW
蓄電池（14kWh）

V2Bシステム

夜久野支所 64kW
蓄電池（14kWh）

V2Bシステム

合計 518kW

第2期からは福知山市内事業者に工事を依頼。
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事業スキーム（市民出資型オンサイトPPA）
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福知山市施設

たんたん
エナジー発電合
同会社

（たんたんエナジーが
代表社員を務める特
別目的会社、ファンド

営業者）

料金の支払い

設備の設置（所有）
再エネ電気の直接供給

京都北都信用金庫

返済

融資

地域公共人材・政策
開発リサーチセン
ター(LORC)

ノウハウ提供

匿名組合出資

売上に応じて分配金の受け取り
出資口数に応じて投資家特典
の受け取り

※一部を匿名組合ファンドによる市民
出資とすることで、自宅にPVを設置
できない人も再エネ拡大の担い手と
して参加が可能に。

※オンサイトPPAで設置すること
で、初期投資を準備すること無く、
民間のノウハウを活かした安価な
太陽光発電設備を設置可能。

たんたん
エナジー株式会社

福知山市施設（他施設）
への余剰電力の販売

（プラスソーシャル
インベストメント
株式会社）

＝

龍谷大学

ファンド取扱者



第1期（2021年度）
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300万円の出資を募集
→3週間で申込が満額に

（出資者52人）

＜投資家特典＞
（１）福知山城・福知山市児童科
学館（プラネタリウムを含む）・動
物園・植物園の入場券セット 合
計3,180円分（大人２人分、子ど
も２人分）

（２）京都北部の体験・宿泊の魅
力発信サイト「KITAIRO」の体
験及び宿泊コンテンツに使える
3,000円分のクーポン
のいずれかを選択



第2期（2022年度）
200万円の出資を募集

→10日間で申込が満額に
（出資者34人）

＜投資家特典＞
（１）福知山城・福知山市児童科
学館（プラネタリウムを含む）・動
物園・植物園の入場券セット 合
計3,180円分（大人２人分、子ど
も２人分）

（２）福知山市「NEXT産業創造
プログラム」で生み出された商品
3,000円分
のいずれかを選択
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